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　ＴＳＭＣの熊本進出を機に、半導体関連企業の進出や大型の投資案件が相次いで公表されている。
これら企業の設備投資の状況、インフラの整備状況等については本誌₆月号で紹介した※。本稿では、
業種別に見た県内企業の投資状況と、熊本県内のその他の投資開発状況を紹介する。

　本誌₆月号で紹介した半導体関連企業の投資状況（95社）について、投資企業の業種別に再集計を
行った（図表₁）。企業数では「原材料」が28社と最も多く、うち県内企業が₇社となっている。投
資額では「半導体製造」が1,000億円と最も大きく、次いで「原材料」786億円、「機械装置」768億円
の順となっている。県内企業の投資額では「機械装置」が227億円と「その他」を除き最も大きい。
また、新規雇用の人数では「原材料」753人、「機械装置」715人の順に多いが、うち県内企業では「機
械装置」が540人と最も多い。

投資企業の業種 企業数
（社）

投資額
（億円）

新規雇用
（人）

半導体製造※₁ 3 1,000 （公表₁社のみ）15
　うち県内企業 ― ― ―
機械装置 16 768 715
　うち県内企業 6 227 540
原材料 28 786 753
　うち県内企業 7 43 40
保守・検査・関連サービス 16 57 130
　うち県内企業 ― ― ―
運輸・倉庫 14 148 40
　うち県内企業 2 31 ―
人材育成・派遣 3 ― ―
　うち県内企業 ― ― ―　
その他※₂ 15 445 50
　うち県内企業 8 445 50

合計 95 3,204 1,703
　うち県内企業 23 746 630

図表１　業種別半導体関連投資状況（集計期間2021年10月～2024年₅月、公表分のみ掲載）
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※「熊本におけるＴＳＭＣ進出の影響（2023）」（2024年₆月号）

１ 業種別半導体関連投資状況

※₁：ＴＳＭＣ（ＪＡＳＭ）の投資は含まず　　　　　
※₂：金融、不動産、教育機関等
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　進出企業が相次ぎ、工場用地の不足が深刻化したことから、進出需要に応えるため県内各地で工業
団地の造成が予定されている（図表₂）。この他、益城町に立地する井関農機の子会社工場（敷地面
積21.7ha）が2025年末に閉鎖される方針であり、跡地の利用について今後の動向が注目されている。

資料：各市町村ＨＰ、企業ニュースリリース等の公表資料より当研究所作成

2 工業団地の開発状況

番号 団地名等 場所 主体 面積（ha) 完成予定

₁ 玉名三ツ川産業団地 玉名市 民間 25 2024年
₂ 合志市東部工業団地 合志市 合志市 11 2025年
₃ グランメッセ北側産業団地 益城町 益城町 ₉ 2025年
₄ 戸島町北地区産業用地

熊本市 熊本市及び民間 20 2026年₅ 戸島町東地区産業用地
₆ 北熊本ＳＩＣ西地区産業用地
₇ 県営工業団地 合志市 熊本県 25 2026年
₈ 県営工業団地 菊池市 熊本県 25 2026年
₉ ＤＰＩシリコンヒルズ熊本 益城町 民間 ₈ 2027年
10 山鹿市 山鹿市 山鹿市 30 2028年
11 八代市 八代市 熊本県・八代市 ～25 未定

図表２　県内の工業団地
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